
内閣府における児童虐待防止に係る取組

○内閣府は、「子ども・若者育成支援推進法」や「少子化社会対策基本法」に基づく大綱に沿って、児童
虐待防止対策を含めた子供・若者育成支援施策等を総合的に推進。

「少子化社会対策基本法」に基づく大綱※（抄）

※「少子化社会対策大綱」（平成27年３月）

別添１ 施策の具体的内容

２．きめ細かな少子化対策の推進
（１）結婚、妊娠・出産、子育ての各段階に応じ、一人一人を支援する。
③子育て
（様々な家庭・子供への支援）
＜児童虐待の防止、社会的養護の充実＞
○児童虐待防止に向けた普及啓発（オレンジリボン・キャンペーン）
・児童虐待を発見した人や子育てに悩みを抱える人が適切に通告・
相談できるよう児童相談所全国共通ダイヤル等を広く国民に周知
するとともに、オレンジリボン・キャンペーン等の啓発活動により、
社会全体として児童虐待を防止する機運を高める。

○児童虐待の未然防止、重篤化防止のための早期対応
・市町村における「子どもを守る地域ネットワーク（要保護児童対策地
域協議会）」の機能強化を図るとともに、児童相談所・市町村にお
いて相談、支援を行う児童福祉司等の確保や専門性の向上、警
察等の関係機関との連携などにより虐待通告や子育ての悩み相
談に対して確実に対応できる体制の強化を図る。また、保育所や
幼稚園、小・中学校等の関係機関における職員の対応スキルの
向上等により、児童虐待の未然防止、重篤化防止のための早期
対応体制の充実を図る。

○被措置児童等虐待の防止
・児童養護施設等に入所する児童の権利擁護の強化や、基幹的職
員（スーパーバイザー）の養成研修などケアの質の確保のための
取組の推進などにより、被措置児童等虐待の防止の徹底を図る。

「子ども・若者育成支援推進法」に基づく大綱※（抄）

※「子供・若者育成支援推進大綱」（平成28年2月）

２ 困難を有する子供・若者やその家族の支援
（３）子供・若者の被害防止・保護
①児童虐待防止対策
（児童虐待の発生予防及び発生時の迅速・的確な対応）

児童虐待の発生予防のため、地域社会から孤立している家庭へ
のアウトリーチを積極的に行うことや、支援を要する妊婦を把握し、
妊娠期から子育て期までの切れ目ない支援を提供する仕組みを構
築すること等により、妊娠や子育ての不安、孤立等に対応し、児童
虐待のリスクを早期に発見・逓減するよう努める。

また、児童虐待が発生した場合には、児童の安全を確保するため
の初動対応が確実・迅速に図られるよう、児童相談所の体制整備
や要保護児童対策地域協議会の機能強化等を図る。

（社会的養護の推進及び要保護児童等の居場所づくり）

虐待を受けた子供など社会的養護が必要な子供をより家庭的な
環境で育てることができるよう、児童養護施設等におけるケア単位
の小規模化・地域分散化等や里親・小規模居住型児童養育事業
（ファミリーホーム）への委託の推進を図る。また、児童の家庭復帰
後の再度の虐待発生を防止するため、親子関係再構築を円滑に進
めるための支援を行う。さらに、自立に向けた生活支援や相談支援
など、児童養護施設退所者等へのアフターケアの充実を図り、心の
拠り所となる居場所づくりを推進する。
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